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Equation Modeling; 以下、SEM と記す。）の手法を用












小のもの1)とした。AGFI の判断の基準は 0.90 以上2)、
RMSEA は、0.05を良好、0.1以上はモデルを棄却、0.05












対象者の年齢は 18歳から 43歳、平均年齢は 30.4
±4.6 歳である。妊娠月数は 4ケ月から 9 ケ月、平







































（Exploratory Factor Analysis; 以下、EFA と記す)と、
 





EFA であり、先行研究も EFA を用いた。一方、CFA
は仮説検証的に因子分析を行う方法であり、近年で
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